
プリオン病の二次感染リスク者の
フォローアップに関する研究

解 説

1．令和2年は新規インシデント事案が1例あり、現地調査を行った。整
形外科の頸椎手術症例（術中硬膜破損あり）であり一部貸出機器を使用
していた事が判明した。貸出機器は、当該手術後に複数の施設で使用さ
れており、二次感染リスクを考慮し令和2年10月9日に厚生労働省宛に健
康危険情報（グレードA）の通報を行う事となった。

2．これまでに18事例がフォローアップの対象となっている。このうち
今年度末までに7事例の10年間のフォローアップ期間が終了している。
これまでのところ、二次感染の発生はない。
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令和２年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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インシデント事例フォロー状況

事例 CJD診断時期 告知対象者

1 平成16年6月 11名

2 平成16年8月 10名

3 平成17年10月 12名

4 平成18年10月 7名

5 平成18年9月 0名

6 平成13年6月 2名

7 平成15年3月 22名

8 平成18年3月 21名

9 平成20年1月 5名

事例 CJD診断時期 告知対象者

10 平成21年7月 50

11 平成23年9月 60名

12 平成24年2月 58名

13 平成24年5月 5名

14 平成26年月 15名

15 平成27年1月 27名

16 平成26年12月 23名

17 平成27年9月 10名

18 平成30年10月 20名

手術器具等を介した、プリオン病の二次感染リスクに関して調査するため、

ＣＪＤインシデント委員会として活動。


